
超流動 3Heの問題点と2つの トピックス
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(2) Ⅴ⊥ β の場合

pAl_-P品1(トo･283β△),弱結合の計算
-1

- 〟il(110.342β△),28.4barでの強結合効果の入った計算
(ll)

T-0ではA相の宛1 はTのべキ則に従うが,現実と関係が無いので省いた.Te近

くではBowley2)は数値計算を行った｡

上記の易動度の計算結果は実験 3)と較べると70-80%の大きさしか説明出来ない.

これは微分断面積と関係した 叫ki,kf)のエネ′レギーと角度依存性を省略,即ちS波の

微分断面積しか取らなかった為で,部分波をβ -0から･10位迄取ったノーマルの微分

断面積を取れば合わせることが可能であろう｡この最後のβ-10迄の部分波を取るこ

とについて,data fittingはPethick4)によって指摘された｡
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NMRの satelliteの話題 (review)
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A相のM Rの比較的新しい話題 として,Comell大グ′レ-プの satelliteの実験 1)と磁

化 ソリトンで説明しようとするMaki-Kumar･の計算2)を紹介する. NMRは 3He の超

流動をさぐるプローブとして中心的な役割を果 してきたが,今後盛んになると思われる

非一様系 (texture他)に対 しても有力であると期待される｡ ソリトンによるNMRの
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satelliteはその例として興味深い｡
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磁 場 中 の 3He
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次のような問題点を,整理 してReviewした｡

第 1は,Al相についてで,この相は,磁場の存在により現われ,spin-pairingが唯ひ

とつの状態 しかとれない相であると,考えられているが,その状態が ｢up-spin-pairing｣

か. ｢down-spin-pairing｣か,という問題である｡

いわゆるweak-coupling理論である_Am begaokar-Mermin1)の議論によれば,磁場によ

り状態密度が変化したことを考慮することで,先に現われるAl相では｢up-spin-pairing｣

が起こることが示されて,次のような式で転移温度が与えられる｡

Tc(a) - W｡expト
vN(EF+OTH)

(1)

ここで, Oはup,down,に対応 して+1,11をとる. spin-nuctuationの効果を取 り入

れた,Brinkman-Serene-An de,son2)たちの議論でも,本質的にはweak-couplingの理論であ

りAl相が, ｢upISPin-pairing｣ となることは変わらないo

ところが, Levin3)によると,相互作用が磁場による ((1)式でⅤ-VaQi))とし

て,spin-fluctuationの効果を含めたダイヤグラムを考え,ギャップ方程式より,T｡ を

表わす式を(1)の形で求めようとすると, ｢down-spin-pairing｣が始めに現われるという
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